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0．8mmとなる．   
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入した（10）．   
g＝咄上ア。〟βⅣ6d研400d…………… （1）  
ここでEは音響出九βは動翼枚数，βは空気の密  
嵐βは後流の幅，Ⅳは買入口相対速度，斤は半径方  
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図3 特性曲線   図2 供試羽根車（NCトFan）  



















め前二者より小さくなってい名．   
以上のことから，動巽入口側に逆流が生じた場合を  
例にとると動翼近傍やは図8に示すような流動状態で  
あると推察される．   
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（a）動翼入口  
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（b）動翼出口  
図4 軸流速度の半径方向分布  図7 入口相対速度の半径方向分布   
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流量による変化は次節に述べるように全く一致してい  
ることがわかる．   






D＝D左cosβ2／cosO＝2D。COSβ2………‥・ （4）  
ここでβ2は相対流出角で，βは絶対流出角である．式  
（4）から明らかなように，たとえβ。が同じであって  
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図9 後流の速度変動波形（NCトFan，f＝0．8mm）  
（5）¢＝0．065  
（b）斤＝200mm   






すように出口部のものに比べてかなり小さい．   
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図10 速度三角形  
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図13 騒音の流量特性   図12 騒音のスペクトル密度分布  
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（3）発生騒音に対し大きく影響すると思われる巽   






































































定誤差の影響も小さくなると思われる．   
